
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 境公民館祭と同じように「一中校区ＣＳコーナー」

を設け，｢上道のひと･もの･こと｣を紹介しました。足を

止めてじっくり見入る方，｢上道は戦前から運動会をし

ていた‼｣等の説明に耳を傾ける方がありました。 

３０日は境高生のゲームブースが登場。またＣＳコー

ナーでは｢缶バッジづくり｣を行いました。できた缶バッ

ジはプレゼントしたほか｢マリンフェスタ｣の参加賞に。

今後このような体験型の行事を増やしたいと思います。 

また開催前日，紹介した人材の一人門永鉄雄様(枚方

市在住)より著書｢老いを生きる｣をＣＳにご寄贈頂きま

したので展示しました。ありがとうございました。 
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文責：徳永哲郎（地域学校コーディネーター） 

 

一中校区ＣＳ情報 

 

 

★巨嶽山正福寺様 №49 一覧表に漏れていました。大変 

申し訳ありませんでした。そして，ありがとうございました。 

最 終 報 告 

〇協賛金総額 ２７３，０００円（９１口） 

〇支 払 金 額 ２６２，２４０円（税・手数料込み） 

今年が３回目のこの行事，今回は境港市ヨット協会に

ご協力頂き，ヨットでのクルージングを楽しみました。 

この日は晴れて波もない絶好の航海日和。会場の公共

マリーナに集まった一中・境小・上道小の児童生徒，保

護者，教職員ほか約７０名は９艇に分かれ，美保湾沖に

浮かぶ海面養殖場をめざして出港。約１時間半，海の香

りをいっぱい吸い込み，地元の海の魅力に浸りました。 

到着後は北欧起源の｢モルック｣で親交を深めました。 

一中 PTA「マリンフェスタ 2022」(11/3) 

創立１５０周年記念協賛事業

の一環として作成されたもので

す。「見守りあいさつ顔なじみ」の

文字が目に飛び込んできます。 
 

有意義だった職場体験 

 

🍁初めての体験でわからないことがたくさんあったけど，自分

にとってはとてもよい体験になりました。わからない時はペアと

助け合ったり，自分から声をかけていったりする行動もできた

ので，日頃から積極的になろうと思えました。三日間で自分

もどこか変わることができたのでよかったです。 

上道公民館祭にＣＳコーナー（10/29，30） 

 
資料が並ぶＣＳコーナー  ｢少し力を入れてね｣   境高生も大活躍！ 

  

💛｢初体験で気持ちよかったです。海の怖いイメージが消えまし

た。海から見る境港は素敵でした。｣（一中:池渕友香先生） 
💛｢普段できない体験ができてよかったです。｣（同２年:山田遥さん） 

💛｢操縦させてもらえてうれしかったです。｣（同:河上葉月さん） 
💛「ぜひまた乗ってみたいです。」（同:藤田菜摘さん） 

💛「楽しかったです。子どもたちも船内で自由に動き回っていまし

た。小中学生の交流を今後もぜひ！（一中 PTA:濱田陽司さん） 

   
慎重に乗船…        出港は壮観！      （夢みなとタワーから） 

   
沖合３㎞地点(タワーから)  和気あいあいのモルック  最後にみんなで☺☺ 

☘ ☘ ☘ 今後につないでいくために ☘ ☘ ☘ 

「マリンフェスタ」の始まりは「地域の魅力を生かした釣り大

会がしたい」という一中生の願いからでした。夢の達成に

向けて課題を解決し成長する子どもたちを大人が先輩とし

て支援し，新たな場面を切り拓いていきたいと思います。 

まつぼっくり事業所の皆さんが毎週金曜日の下校時に

正門で見守りをして下さっています。 

 

この日はハロウィンに合わせ，仮装

をして立って下さいました。サプラ

イズに，子どもたちは大喜びでした。 
 

境小ホームページから 

 

 

🍁仕事をたくさん与えてもらい，園

児とのふれあいもとても多くてうれし

かったです。昔の自分たちもこうだ

ったのかなと思うと，先生のいてく

れることの大切さがわかりました。 土井商店にて 

 
境小情報 

※残金１０,７６０円は，見守りマニュアルや缶

バッジの制作費に充てさせていただきました。 

ご協力頂き，誠にありがとうございました。 


